「山 名 先生 じ や、 ありません か？」 

まう まつ 

呼びかけた 一 羽の 烏 は、 無帽 蓬 髪の、 ジ ヤン パ— 姿 

で、 痩せて 背の 高い 青年で ある。 

「そうです が、 」 

呼び かけられた 烏 は 中年の、 太った 紳士で ある。 青 

年に かわまず、 有 楽 町の ほうに 向って どんどん 歩きな 

、、ゝ ) , 

力- ら 

「あなた は？」 

「僕です か？」 

青年 は 蓬 髪 を搔き 上げて 笑い、 

「まあ、 一 介の デリ ッ タン ティと でも、 …… 」 



楽 会 は 胃に 悪 いもの か も 知れな い。 げっ ぷを俅 え た の 

が、 いけなかった。 

「おい、 柳 川 君！」 

ああ、 いい 名 じ やない。 川柳の さかさま だ。 柳川鍋 _ 

いけない、 あすから ペンネ— ムを 変えよう。 ところで 

ものすご 

こいつ は 誰だった つけ。 物凄い ぶおとこ だな あ。 思い 

出した。 うちの 社へ、 原稿 を 持ち込んで 来た 文学青年 

だ。 つまらん 奴と 逢った な あ。 酔って いやがる。 僕に 

たかる 気 かも 知れない。 よそよそしく してやろう。 

「ええつ と、 どなたで したつけ。 失礼です がご 

ことに 依る と、 たかられる かも 知れない。 



だろう な。 割勘な ど は、 愉快で ない。 念のため、 試問 

しょう。 

「あるに は あるんで すけ ど、 そこ は、 ちょっと 高 いん 

です よ。 案内して、 あなたに 後で、 うらまれ ちゃ あ、 

…：- J 

「かまいません。 三千 円 あったら、 大丈夫でしょう。 

これ は、 あなたに お渡し 致します から、 今夜、 二人で 

使 つ てし まいましょう ご 

「いや、 それ はいけ ません。 よその ひとのお 金 を あず 

かると、 どうも、 責任 を 感じて 僕 はう まく 酔えません ご 

面の ぶざいく なのに 似合わず、 なかなか 話せる 男 



容易に 卒直に なれない。 卒直なん ての は、 これ は、 暴 

力です よ。 だから 僕 は、 老大家た ちが 好きに なれない 

んだ。 ただ、 あいつら の 腕力が、 こわいだ けだ。 ( 狼 

が 羊 を 食う の はいけ ない。 あれ は 不道徳 だ。 じつに 不 

愉快 だ。 おれが その 羊 を 食うべき ものな の だから。) 

なんて 乱暴な 事 を 平然と 言い出し そうな 感じの 人た ち 

ばかり だ。 どだい、 勘が いいなん て、 あてになる もの 

じ やない。 智慧 を 伴わない 直覚 は、 アクシデントに 過 

ぎない。 まぐれ 当リ さ。 飲みましょう、 乾杯。 談じ合 

いましょう。 我らの 真の 敵 は 無言 だ。 どうも、 言えば 

そで 

言う ほど 不安に な つ て 来る。 誰かが 袖 を ひいて いる。 



この 本 は、 あげます。 おうい、 おかみさん、 ここの 勘 

定 をして くれ。 全部の 勘定 だぜ。 全部の。 それで は、 

さきに 失敬。 羽毛の ようで なく、 鳥の ように 軽くな け 

れ ばいけ ない、 とその 本に 書いて ある ぜ。 どうす り や、 

いいんだ いご 

まう +6 つ fo> 

無帽 蓬 髪、 ジ ヤン パ— 姿の 痩せた 青年 は、 水鳥の 如 

く ぱっと 飛び立つ。 
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